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「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

結
果
が
ま
と
ま
る

羽
島
郡
町
村
合
併
問
題
研
究
会
で
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
各
町
の
二

十
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
手
段
と
し
て
、
市
町
村
合
併
の
必
要
性
や
枠
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

町 名

笠松町

川島町

岐南町

柳津町

配布数

1,773

868

1,774

939

回収数

690

277

619

304

回収率

38.9％

31.9％

34.9％

32.4％

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
羽
島
郡
四

町
が
同
じ
条
件
・
内
容
で
実
施
し
ま

し
た
。
各
町
の
二
十
歳
か
ら
七
十
歳

以
上
ま
で
の
年
代
別
に
一
割
の
か
た

を
無
作
為
抽
出
し
、
調
査
票
を
郵
送

に
よ
り
配
布
し
、
返
信
用
の
封
筒
を

使
っ
て
回
収
し
ま
し
た
。

笠
松
町
で
は
一
、七
七
三
通
を
配

布
、
そ
の
う
ち
回
収
し
た
の
は
六
九

〇
通
、
回
収
率
は
三
八
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。

笠
松
町
の
回
収
状
況
を
見
て
み
る

と
、
性
別
の
回
収
率
は
男
性
が
四

五
・
四
％
、
女
性
が
五
一
・
七
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。地
域
別
の
回
収
率
は
、

笠
松
地
域
は
三
七
・
七
％
、
松
枝
地

域
は
三
二
・
八
％
、
下
羽
栗
地
域
は

二
〇
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年

代
別
の
回
収
率
は
、
二
十
代
が
一

〇
・
九
％
、
三
十
代
が
一
六
・
五
％
、

四
十
代
が
一
三
・
五
％
、
五
十
代
が

二
一
・
〇
％
、六
十
代
が
二
二
・
〇
％
、

七
十
歳
以
上
が
一
五
・
一
％
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
三
町
の
回
収
率
は
表
1
の
と

お
り
で
す
。

本
町
お
よ
び
他
の
三
町
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
設

問
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

回収されたアンケート用紙
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あなたがお住まいになっている町は、市町村合併を進める必要があるとお考えですか？

仮に、市町村合併を行おうとした場合、あなたはどのような組み合わせがよいと思いますか？

「合併は積極的に進めるべきである」と「どちらかというと合併をすることが望ましい」と答えたか
たが53.6％となっています。一方「合併する必要がない」と「どちらかというと合併しないほがよい」
が45.6％となっています。

「羽島郡4町」が55.8％で最も高く、続いて「羽島郡と岐阜市」11.7％、「羽島郡と羽島市と岐阜市」
となっています。
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0（%） 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0（構成比）

（構成比）

無回答

その他

その他

地域が一体となって整備することができ、
地域格差が是正できるから

財政力の強化や職員の専門化などにより、
行政サービスの質が向上するから

公共料金などの住民の負担が安定するから

人件費や物件費が削減でき、効率の
よい行財政運営ができるから

財政規模が大きくなるとともに財源が安定し、
必要な事業が可能になるから

他の市町の公共施設を広範囲で使用する
ことができ、便利になるから

少子高齢化社会に対応した新しい
行政組織に作り直す必要があるから

交流が活発になり、地域が活性化するから

地域のイメージアップが図れるから

現在の行政区域が日常生活圏に
そぐわなくなっているから

0（%） 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

無回答

中心部を重点に整備され、周辺部が
取り残される可能性があるから

現在の広域連合や一部事務組合など、
広域連携で対応すればいいから

公共料金などの住民負担が
重くなるおそれがあるから

行政区域が広くなり、きめ細かい行政
サービスが受けられなくなるから

議員の数が減り、住民の声が行政に
伝わりにくくなるから

役場が遠くなり、不便に
なるおそれがあるから

現在のままで十分に行政課題に
対応できているから

町の名称が変わるかもしれないから

現在の行政区域が適正であるから

歴史、文化、伝統といった地域の個性が
失われるおそれがあるから

川島町
岐南町

笠松町

柳津町

川島町
岐南町

笠松町

柳津町

市町村合併が必要だとお考えの理由はなんでしょうか？
（“合併を積極的にすすめるべきである”または“どちらかというと合併をすすめることが望ましい”と答えたかた）

市町村合併が必要でないとお考えの理由はなんでしょうか？
（“合併する必要がない”または“どちらかというと合併しないほうがよい”と答えたかた）

「
人
件
費
や
物
件
費
が
削
減
で
き
、
効
率
の
よ
い
行
財
政
運
営
が
で
き
る
か

ら
」
が
一
九
・
八
％
で
最
も
高
く
、
続
い
て
「
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

新
し
い
行
政
組
織
に
作
り
直
す
必
要
が
あ
る
か
ら
」
一
五
・
八
％
、「
交
流
が

活
発
に
な
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
か
ら
」
一
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
公
共
料
金
な
ど
住
民
の
負
担
が
重
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
」
が
二

二
・
四
％
で
最
も
高
く
、
続
い
て
「
行
政
区
域
が
広
く
な
り
、
き
め
細
か
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
」
一
八
・
四
％
、「
役
場
が
遠

く
な
り
、
不
便
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
」
一
〇
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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0（%） 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

無回答

特になし

その他

ゴミ処理や消防事務などを
広域で行うことのできる区域

財政状況

商業圏など生活のつながり

産業、観光圏

歴史的、文化的な要件

通勤や通学圏

自然、地理的条件

距離的条件（面積）

人口規模

0（%） 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

無回答

その他

公共交通の整備

防災基盤の整備と充実

産業や観光の振興

福祉、医療などの充実

学校、図書館、文化ホール、体育館など
教育文化施設と環境の整備

上下水道やゴミ処理など生活環境整備

道路などの都市基盤整備

仮に、市町村合併を行おうとした場合、何を優先して組み合わせを考えるべきだと思いますか？

仮に、市町村合併した場合、どのような分野の整備や充実を期待しますか？

（構成比）

（構成比）

川島町
岐南町

笠松町

柳津町

川島町
岐南町

笠松町

柳津町

「
財
政
状
況
」
が
一
九
・
三
％
で
最
も
高
く
、
続
い
て
「
商
業
圏
な
ど

生
活
の
つ
な
が
り
」
一
七
・
六
％
、「
ゴ
ミ
処
理
や
消
防
事
務
な
ど
を
広

域
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
区
域
」
一
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
福
祉
、
医
療
な
ど
の
充
実
」
が
三
一
・
九
％
で
最
も
高
く
、「
上
下
水

道
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
」
一
五
・
九
％
、「
学
校
、
図
書

館
、
文
化
ホ
ー
ル
、
体
育
館
な
ど
教
育
文
化
施
設
と
環
境
の
整
備
」「
公

共
交
通
の
整
備
」
一
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町ではこれらのアンケート調査結果を参考にしながら、合併問題に取り組んでいきます。今後も町民の皆さんに広報やホームペ
ージなどを通じて情報の提供に努め、町民の皆さんのご理解を得てまいりたいと考えています。今回のアンケートにご協力いただ
きありがとうございました。
なお、このアンケートの集計結果は町ホームページ（http://www.town.kasamatsu.gifu.jp/）でも公開していますのでご覧ください。



役場や公民館、保育所などに10月から設置されている

青色の機械にお気づきですか？

これは、「キヨスク端末」といって、行政情報の閲覧、

町への意見・要望、インターネットなど町民の皆さんに

幅広くご利用していただくために設置されたものです。

キヨスク端末の画面は指で触れて操作する、

タッチパネル式になっていますので、子どもからお年寄りまで

簡単にご利用していただくことができます。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

キ
ヨ
ス
ク
端
末

6
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月曜日から金曜日の
午前 8時30分から

午後 5時15分まで

（児童館は火曜日から金曜日まで）

利用できる
時間は？

どこで利用できるの？
次の施設で皆さん

に利用していただく
ことができます。
〈笠松地域〉
・役　　場
・中央公民館
・歴史民俗資料館
・福祉会館
・第一保育所

〈松枝地域〉
・南事務所
・福祉健康センター
・松枝公民館
・松枝保育所
・児 童 館

〈下羽栗地域〉
・総合会館
・下羽栗保育所

使い方が分からな
い時は、設置施設の
職員にお気軽におた
ずねください。
【問合先】企画課事務
能率推進係内線（236）

「キヨスク端末」
どんなことが

できるの？
キヨスク端末は次の①から⑥の事柄に対応で

きるほか、インターネットを介してさまざまな
情報を得ることができます。

役場の機構図をはじめ、予算、決算、主な施策
や計画、入札結果のほか、広報かさまつやイベン
ト情報、文化財なども見ることができます。

①笠松町のプロフィール
各種施設案内・公共施設の予約など（整備中）

④施設について

各種届出・文化・福祉・子育て・救急などにつ
いて説明しています。町民バスの時刻表をはじめ、
ごみの収集日、分別方法などもご覧いただけます。

②暮らしの手引き
電子メールでの各種相談のほか、サークルの紹

介や会員募集、イベントのお知らせなど住民の皆
さんのコミュニティの場としてご利用いただけ
ます。（整備中）

⑤コミュニティ広場

各種申請書様式を見たり、必要によって印刷を
することができます。（施設の職員にお申し出くだ
さい。）

③申請書ダウンロード
テレビ電話感覚で健康・年金・税などの相談の

ほかに町への意見、要望に担当職員が対応します。

⑥テレビ相談
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去
る
七
月
二
日
永
眠
さ
れ
た
元
岐
阜
市

立
梅
林
小
学
校
長
苅
谷
忠
芳
さ
ん（
松
栄

町
）に
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

苅
谷
さ
ん
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
教

職
に
就
か
れ
、
郡
上
郡
美
並
村
立
三
城
小

学
校
長
を
は
じ
め
、
岐
阜
市
立
長
森
北
小

学
校
長
、
同
梅
林
小
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
県
内
の
小
中
学
校
で
長
年
に
わ
た
り

教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】

優

勝

第
三
分
団
円
城
寺
班

準
優
勝

第
一
分
団
第
四
班

【
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
】

優

勝

第
二
分
団
長
池
班

準
優
勝

第
一
分
団
第
一
班

【
優
秀
賞
】

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者

石
田

輝
雄（
第
三
分
団
）

一
番
員

太
和
田
浩
司（
第
二
分
団
）

二
番
員

道
家

睦
明（
第
二
分
団
）

三
番
員

不
破

伸
人（
第
三
分
団
）

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

指
揮
者

田
島

良
平（
第
三
分
団
）

一
番
員

大
野

秀
治（
第
一
分
団
）

二
番
員

田
島

一
樹（
第
三
分
団
）

三
番
員

野
田

義
之（
第
一
分
団
）

四
番
員

森

秀
昭（
第
二
分
団
）

賞
さ
れ
ま
し
た
。

野
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

作
品
を
造
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
所
生
全
員
の
励
み
に
な
り
、

陶
芸
学
習
へ
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

町
消
防
操
法
大
会
が
九
月
二
十
二
日
に

笠
松
競
馬
場
第
二
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術
・
資

質
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
回
で
二
十
回
目
に

な
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
二
種
目
に
十
一
の
隊
が
出

場
し
、
水
槽
か
ら
取
水
し
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ

放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
や

操
作
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。
出
場
し

た
団
員
は
、
仕
事
を
終
え
た
夜
や
休
日
に

積
ん
だ
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
、
き
び
き
び
と
し
た
団
員
た
ち
の
動
作

と
連
携
プ
レ
イ
に
来
賓
の
か
た
が
た
や
応

援
の
団
員
な
ど
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

九
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
の
四
日
間
、

岐
阜
市
の
マ
ー
サ
21
で
開
催
さ
れ
た
「
岐

阜
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ア
」
に

出
品
し
た
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所

の
所
生
の
野
田
進（
美
笠
通
二
丁
目
）さ
ん

の
陶
芸
作
品
の
花
び
ん
が
県
知
事
賞
を
受

故

苅
谷
忠
芳
さ
ん
に

従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

第
四
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
十
月
二

十
一
日
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
排
水
路
改
良
工
事

契
約
金
額

八
千
七
百
四
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社

加
藤
組

円
城
寺
地
内
の
排
水
路
改
良
工
事

を
施
行
す
る
も
の

第
四
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
催

岐
阜
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ア
で

県
知
事
賞
を
受
賞

火
点
は
前
方
の
標
的

放
水
始
め
！

町
消
防
操
法
大
会

（
株
）オ
ー
ツ
カ
か
ら
十
月
八
日
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
壱

百
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
の
創
立
四
十
周
年
を
記
念
し
て
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄　附



第11回「リバーサイドカーニバル2002」が、10月20日木曽川河畔笠松港公園で開催されました。
今年のキャッチフレーズ「川湊から　わ・わ・わ」にふさわしく、人々のふれあいの輪が町内全体、

そして町外にまで広がり、大盛況の1日となりました。

円
城
寺
芭
蕉
踊
り
で
幕
を
開
け
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
松
枝
小
学
校
和
太

鼓
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
笠
松
清
流
太
鼓

の
披
露
な
ど
、
笠
松
を
代
表
す
る
伝

統
芸
能
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ぎ
ふ
羽
島
郡
少
年
少
女
合
唱
団

や
笠
松
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
演
奏
は
会
場
の
人
々
を
魅
了
し
、

園
児
の
演
技
は
笑
顔
を
誘
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
〝
と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
〞
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
る
の
ど
自
慢
大
会
な

ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
参
加
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
、
各
種
相
談
会
を
設
け
た

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
券
が

売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
ち
び
っ
こ
コ
ー

ナ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん

だ
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
会
場
全

体
が
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
は
、
笠
松
町
の

財
産
と
も
い
え
る
木
曽
川
ま
で
広
が

り
ま
し
た
。
恒
例
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
選

手
権
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

川
船
遊
覧
や
E
ボ
ー
ト
試
乗
体
験
で

は
、
多
く
の
人
が
参
加
し
、
流
れ
に

揺
ら
れ
て
水
上
か
ら
見
る
笠
松
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く
く
り
で
あ
る

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
夢
を
託

し
た
風
車
が
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
ら

イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
出
演
、
出
店
し
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◆
人
々
の
賑
わ
い
の
『
わ
』

◆
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の『
わ
』

◆
大
空
へ
広
が
る
『
わ
』

▲ゴムボート選手権
は今年が最後。来
年からはEボート
を使用した大会
に。

買物される人で大賑わい（朝市）

人々を魅了したステージ

大空に上がった
みなさんの「夢」
「願い」

▲

れ
、
大
空
を
飾
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
希
望
の

『
わ
』
が
、
大
空
に
ま
で
広
が
っ
た

瞬
間
で
し
た
。



第51回

九
月
二
十
三
日（
月
）

岐
阜
ア
リ
ー
ナ
北
広
場

当
町
関
係
分（
敬
称
略
）

準
優
勝

大
池
町
睦
チ
ー
ム
B

（
伊
藤
弘
・
藤
井
千
恵
子
・
桜
井
幸
子
）

十
月
十
三
日（
日
）

町
民
体
育
館

◎
一
般
男
子
の
部

優

勝

浅
野

實
・
荒
川
忠
男

準
優
勝

服
部
克
己
・
田
島
博
幸

三

位

金
森
光
治
朗
・
奥
田
正
明

〃

森

勝
宏
・
吹
原
一
臣

◎
一
般
女
子
の
部

優

勝

戸
崎
明
子
・
西
村
由
美
子

準
優
勝

黒
田
さ
つ
き
・
福
井
晴
美

三

位

川
島
ひ
ろ
え
・
奥
村
真
弓

〃

森
か
お
り
・
篠
田
淳
子

◎
中
学
生
男
子
の
部

優

勝

三
田
勇
希
・
浅
野
新
也

1011

町
民
大
運
動
会
が
十
月
六
日
、
笠
松
中
学
校
運
動
場
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
対
抗
の
「
千
二
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」
や
「
近
代
三

種
リ
レ
ー
」、「
綱
引
き
」、
事
業
所
や
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
中
国
研
修
生

も
出
場
の
「
職
域
・
ク
ラ
ブ
別
リ
レ
ー
」、「
子
ど
も
会
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ

レ
ー
」、一
般
参
加
の
競
技
な
ど
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
各
種
団
体
仮
装
リ
レ
ー
」
や
「
た
し
て
51
」、
閉
会
式
後
の

抽
選
会
で
は
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
会
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
レ
ー

優

勝

1
ブ
ロ
ッ
ク

準
優
勝

18
ブ
ロ
ッ
ク

三

位

2
ブ
ロ
ッ
ク

町
内
別
対
抗
綱
引
き

（
A
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

北
及
第
一

準
優
勝

宮
川
町

三

位

北
及
第
二

（
B
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

田
代
西

準
優
勝

下
新
町

三

位

北
門
間

（
C
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

長
池
東

準
優
勝

瓢
町

三

位

下
柳
川
町

準
優
勝

金
森
正
和
・
堀
島
康
徳

三

位

奥
田
智
紘
・
岩
井
謙
尚

◎
中
学
生
女
子
の
部

優

勝

岩
田
華
奈
・
坪
井
仁
美

準
優
勝

服
部
祥
子
・
小
木
曽
友
香

三

位

戸
崎
恵
麻
・

田
理
恵

◎
親
子（
父
）の
部

優

勝

荒
川
忠
男
・
荒
川
一
真

準
優
勝

中
島
康
雄
・
中
島
由
佳

三

位

野
田
章
生
・
野
田
真
央

〃

松
原
秀
昭
・
松
原
佑
樹

◎
親
子（
母
）の
部

優

勝

黒
田
さ
つ
き
・
黒
田
匠
馬

準
優
勝

戸
崎
明
子
・
戸
崎

徹

三

位

前
田
聡
美
・
前
田
莉
沙

◎
小
学
六
年
生
の
部

優

勝

黒
田
匠
馬
・
柳
江
貴
仁

準
優
勝

荒
川
一
真
・
荒
川
勇
太

三

位

前
田
莉
沙
・
岩
崎
亜
美

◎
小
学
五
年
生
の
部

優

勝

戸
崎

徹
・
永
田
智
也

準
優
勝

山
田
真
也
・
柳
瀬
勇
作

三

位

神
谷
彩
乃
・
大
坪
尚
暉

〃

稲
見
咲
希
・
福
田
亜
実

◎
小
学
四
年
生
の
部

優

勝

田
原
美
友
綺
・
原

千
晴

準
優
勝

岩
田
紗
矢
香
・
田
島
麻
帆

三

位

伊
藤
静
香
・
二
宮
未
帆

◎
小
学
三
年
生
以
下
の
部

優

勝

永
田
勝
也
・
牧
野
崚
平

準
優
勝

坪
井
梨
恵
・
矢
島
夕
貴

三

位

奥
村
亮
太
・
栗
本
涼
太

（
D
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

朝
日
町

準
優
勝

中
野

三

位

無
動
寺

職
域
・
ク
ラ
ブ
別
リ
レ
ー

（
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
中
学
校

準
優
勝

羽
島
郡
広
域
連
合

三

位

大
昔

陸
上
部

（
女
子
の
部
）

優

勝

笠
松
刑
務
所

準
優
勝

町
商
工
会
研
修
生
委
員
会

三

位

日
中
友
好
笠
松
協
会
A

町
内
別
対
抗
近
代
三
種
リ
レ
ー

優

勝

下
新
町

準
優
勝

西
金
池
町

三

位

上
本
町

町
内
別
対
抗
千
二
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

優

勝

北
及
第
一

準
優
勝

円
城
寺

三

位

春
日
・
東
陽
・
常
盤
町

結

果

県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ペ
タ
ン
ク
競
技

町
民バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
結
果
）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

町
民
大
運
動
会開催

似
合
っ
て
る
？

▲

ス
ポ
ーツ

レク
リエ
ーシ
ョン
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平成15年4月から、「支援費制度」が始まります。障害のあるかたが
自己決定を行う制度で、現在の県（町）がサービス内容を決定する方法か
ら障害者自身がサービスを選択し、県指定事業者（施設など）と直接契約
ができるようになります。これに対して町から支援費を支給します。

支援費制度を利用するには

役場福祉健康課窓口や福祉健康センター・岐
阜地域福祉事務所などで、希望されるサービス
についておたずねください。

希望のサービス内容が具体的に決まりました
ら、町に支援費支給の申請書を提出します。

障害の程度や支援支給量・期間、利用者負担
額（本人や家族の収入により決められます）な
どが町から通知されます。

支給決定の内容が記入された受給者証が、町
から届きます。

希望する県指定事業者や施設に受給者証を提
示し、利用者が直接、事業者などに利用申込み
や契約をします。

利用したサービスについて、事業者などに利
用者負担分を支払います。

対象となるサービス

●施設訓練など支援（入所・通所）

身体障害者更生施設、療護施設、知的障害者更生施設、授産施設（小規模施設は除く）通勤寮など。
●居宅生活支援（在宅）

ホームヘルプサービス、デイサービス、ショートステイ、知的障害者グループホーム。
※児童福祉法に基づく施設のサービスは、支援費制度に移行しません。

◎平成15年 4月からの制度施行に向けて相談の受付をしていますので、ご不明な点など、お問い合わせくだ

さい。

【問合先】福祉健康課
民生係（内線 260）

支援費制度の流れ

利　用　者

笠松町
指定事業者
施　　　設

県

①
申
請

指
定

⑥支援費請求

⑦支援費支払い

②
受
給
者
証
交
付

③
契
約
締
結

④
サ
ー
ビ
ス
提
供

⑤
負
担
額
支
払
い

●相　談

●申　請

●支給の決定及び利用者負担額の決定

●受給者証の交付

●契　約

●自己負担分の支払い
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十
一
月
九
日
は
「
一
一
九
番

の
日
」
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
い

つ
ど
こ
で
ど
ん
な
災
害
や
事

故
・
病
気
が
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
い
ざ
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
ま
ず
最
初
に
的
確

な
一
一
九
番
通
報
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
が
慌
て

て
正
確
な
情
報
を
正
し
く
伝
え

ら
れ
な
け
れ
ば
、
消
防
車
や
救

急
車
が
現
場
へ
到
着
す
る
の
が

遅
れ
、
事
態
が
更
に
悪
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
が
燃
え
て
い
た
り
、
家

族
が
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
と
気

が
動
転
し
て
、
正
確
に
通
報
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
案
外
多
い

も
の
で
す
。
実
際
、
通
報
す
る

時
に
住
所
が
言
え
な
か
っ
た

消防署

119番は落ち着いて

羽島郡広域連合 388・1195

り
、
急
ぐ
あ
ま
り
上
手
く
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
通
報
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

自
宅
の
電
話
器
の
そ
ば
に
必
要

事
項
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て

お
く
な
ど
、
正
確
な
通
報
が
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

一
一
九
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

◎
正
し
い
住
所
、
目
標
と
な
る

建
物
を
言
う
。

◎
災
害
の
場
合
、
何
が
燃
え
て

い
る
の
か
、
火
災
の
状
況
、
逃

げ
遅
れ
は
い
る
か
。
救
急
の

場
合
、
ど
こ
で
ど
う
し
た
の

か
、
傷
病
者
の
状
態
を
言
う
。

◎
名
前
、
使
用
中
の
電
話
番
号

を
言
う
。

皆
さ
ん
の
的
確
な
通
報
が
迅

速
か
つ
確
実
な
消
防
・
救
急
活

動
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。

住民課

知っていますか？国民年金のこと
国民年金は、日本に住んでいる20歳以上60歳未満のかたは必ず加入しなけ

ればならない制度です。将来のこと、家族のことを考えていますか？
もし、年をとって年金を受けられなかったり、病気や事故で一定の障害が

残ったり一家の働き手が亡くなったとしたらどうしますか？

国民年金は、国が運営する確実な将来の支え

生涯受けとれて、安心の終身保障

年金額は、物価の変動を反映します

「万が一」のための、障害年金・遺族年金

年金額の3分の1は国が補助します

保険料は全額、社会保険料控除の対象

国民年金は、日本の経済社会が存続する限り、決して

つぶれることはありません。

国民年金は、どんなに長生きしても生涯にわたって受

けることができます。

支給される基礎年金は、物価の変動に応じて年金が自

動的に変わる物価スライド制をとっていますので、実質

的な価値は保障されます。

国民年金には、老後の生活を保障する老齢年金だけで

なく、病気や事故で一定の障害が残ったときの障害年金

や一家の働き手が亡くなったときの遺族年金があります。

国庫補助の財源は、あなたやあなたの家族が納めてい

る税金の一部です。

＊受けとる年金の3分の1は国が負担、残りの3分の2

を保険料でまかなっています。

国民年金の保険料は、確定申告の際、全額社会保険料

控除として認められています。

国民年金にはこんなメリットがあります！
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パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
に
な
り
ま
す
。
課
税
さ
れ
る
所
得

は
、
パ
ー
ト
の
年
収
か
ら
給
与
所
得

控
除（
年
収
百
六
十
一
万
九
千
円
ま

で
は
一
律
六
十
五
万
円
）と
基
礎
控

除（
三
十
八
万
円
）な
ど
の
所
得
控

除
を
差
し
引
い
た
残
額
で
す
。
し
た

が
っ
て
、百
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除

夫
に
所
得
が
あ
り
、
妻
が
パ
ー
ト

で
働
く
場
合
を
例
に
考
え
て
み
ま
す

と
、
配
偶
者
控
除（
三
十
八
万
円
）は
、

妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
百
三
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除（
最
高

三
十
八
万
円
）は
、
妻
の
所
得
に
よ
っ

て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、
パ
ー
ト
収
入

が
百
三
万
円
を
超
え
て
も
百
四
十
一

万
円
未
満
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
次
の
表
は
、
妻
の
パ
ー

ト
収
入
状
況
に
よ
り
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
額

を
所
得
税
と
町
県
民
税
に
区
分
し
て

表
し
た
も
の
で
あ
り
、
控
除
額
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
、

夫
の
合
計
所
得
が
一
千
万
円（
給
与

収
入
で
約
千
二
百
三
十
一
万
円
）を

超
え
る
年
に
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

内
職
な
ど
の
収
入
が
あ
る
と
き

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

業
等
所
得
ま
た
は
雑
所
得
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
パ
ー
ト
収
入
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、
必
要
経
費
が

六
十
五
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
六

十
五
万
円
を
必
要
経
費
と
し
て
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
収
入
が
内
職
だ
け
の
場
合
は
、

パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に
年
収
が
百
三

万
円
以
下
で
す
と
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

岐
阜
県
最
低
賃
金

時
間
額
六
百
六
十
八
円

岐
阜
労
働
局
は
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
の
日
額
を

廃
止
し
、
時
間
額
を
六
百
六
十
八

円（
引
き
上
げ
な
し
）と
し
ま
し
た
。

日
額
の
廃
止
に
伴
い
、
日
給
・

月
給
な
ど
、
従
来
日
額
の
適
用
を

受
け
て
い
た
労
働
者
の
賃
金
が
最

低
賃
金
額
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
当
該
賃
金
を
一
時
間
当

た
り
の
金
額
に
換
算
し
て
、
最
低

賃
金
額
と
比
較
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
所

定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、
ボ
ー
ナ
ス

な
ど
の
臨
時
の
賃
金
、
休
日
時
間

外
な
ど
の
割
増
賃
金
や
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当（
交
通
費
）、
家
族

手
当
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労

働
契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃

金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
先
】

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

2
4
5
・
8
1
0
4

岐
阜
労
働
基
準
監
督
署

2
4
7
・
1
1
0
1

所
得
税

70万円未満

70万円以上 75万円未満

75万円以上 80万円未満

80万円以上 85万円未満

85万円以上 90万円未満

90万円以上 95万円未満

95万円以上 100万円未満

100万円以上 103万円未満

103万円

103万円超 105万円未満

105万円以上 110万円未満

110万円以上 115万円未満

115万円以上 120万円未満

120万円以上 125万円未満

125万円以上 130万円未満

130万円以上 135万円未満

135万円以上 140万円未満

140万円以上 141万円未満

141万円以上

配偶者のパート収入

※所得税・町県民税も所得が38万円以内であれば、扶養対象になります。

配偶者控除と配偶者特別控除（所得税・町県民税）控除額表
（単位：万円）

配偶者控除

所得税 町県民税 所得税 町県民税 所得税 町県民税

配偶者特別控除 合　　　計

38

38

38

38

38

38

38

38

38

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

33

33

33

33

33

33

33

33

33

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

38

33

28

23

18

13

8

3

0

38

36

31

26

21

16

11

6

3

0

33

33

28

23

18

13

8

3

0

33

33

31

26

21

16

11

6

3

0

76

71

66

61

56

51

46

41

38

38

36

31

26

21

16

11

6

3

0

66

66

61

56

51

46

41

36

33

33

33

31

26

21

16

11

6

3

0

夫婦と税
（パートと税）



町
県
民
税
は
、
本
人
の
前
年
所
得

に
応
じ
て
税
額
が
決
定
さ
れ
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
の
住
所
地
で
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
め
る
税
は
、「
均
等
割
」
と

「
所
得
割
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
の
各
項
に
該
当
す
る
か
た
は
、
非

課
税
に
な
り
ま
す
。

均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
か
た

生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
か
た

（ア）

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、

寡
婦
ま
た
は
寡
夫
で
前
年
中
の
所

得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
以
下

（
給
与
所
得
者
の
年
収
に
直
す
と

二
百
四
万
四
千
円
未
満
）で
あ
っ

た
か
た

均
等
割
が
か
か
ら
な
い
か
た

夫
婦
が
同
じ
市
町
村
内
に
住
ん

で
お
り
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
均

等
割
を
納
税
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
夫
ま
た
は
妻

前
年
中
の
給
与
年
収
が
九
十
三

万
円
以
下
の
か
た（
所
得
金
額
が

（イ） （ア） （イ）

二
十
八
万
円
以
下
）

扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
は
、

二
八
〇
、〇
〇
〇
円
×（
一
＋
扶
養

人
数
）＋
一
九
二
、〇
〇
〇
円
以
下

の
か
た

所
得
割
が
か
か
ら
な
い
か
た

前
年
中
の
給
与
年
収
が
百
万
円
以

下
の
か
た（
所
得
金
額
が
三
十
五
万

円
以
下
）

扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
は
、

三
五
〇
、〇
〇
〇
円
×（
一
＋
扶
養

人
数
）＋
三
六
〇
、〇
〇
〇
円
以
下

の
か
た
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町
県
民
税町県民税の税率

●均等割の税額

●所得割の税率（算出速算表）

【問合先】

税務課（内線116）
岐阜南税務署　 271－7111

※定率控除額（定率控除前所得割額の15％　ただし、町民税及び県民税を
あわせて上限4万円まで所得割額から差し引かれます。）

一度だけ　それが危ない
覚せい剤

麻薬・覚せい剤乱用防止運動
11月30日（土）まで

町民税 2,000円 県民税 1,000円

課税標準額

（課税総所得金額）

200万円以下の

金額の場合
3％

8％

10％

町　民　税

税率 速算控除額

課税標準額が

700万円以下の

金額の場合

2％

課税標準額が

700万円を超える

金額の場合

3％

県　　民　　税

税　　　率 速算控除額

0円

100,000円

240,000円

0円

70,000円

700万円以下の

金額の場合

700万円を

超える金額の場合



【月　日】11月30日（土）
【時　間】午後 7時30分～ 9時
【場　所】中央公民館大ホール
【入場料】無料

プログラム

・もう一度があったら
・テネシーワルツ
・ベッサメムーチョ
・美しい昔（ベトナムの曲）
・ルヌデヒ（スリランカの曲）
．ラブミーテンダー　など
曲名については、若干の変更の場合があります。

【主　催】笠松町

皆様お誘いのうえ、ご来場ください。
16

MAYUMIジャズ・ポップスコンサート
町学校給食センターでは、パート職員を次のとお

り募集します。
【採用人員】・臨時調理員… 6人（午前 3人、午後 3人）

・臨時運転手兼調理補助員… 1人
【勤務時間】月～金曜日週 5 日間（土・日・祝祭日は
休み）

○臨時調理員…午前の部…午前 8 時30分～午後 0 時
30分、午後の部…午後 1時30分～午後 4時30分

○臨時運転手…午前 8時30分～午後 4時30分
【採用資格】臨時調理員…健康で給食調理の仕事に意
欲をお持ちのかたでおおむね40歳までのかた
臨時運転手…おおむね60歳までのかた

【雇用期間】平成15年 4 月 1 日～平成16年 3 月31日
【時間給】810円
【選考方法】書類審査・面接
【申込期限】11月29日（金）
【申込方法】町学校給食センターに申込用紙がありま
すので、必要事項を記入のうえ提出してください。

【問合先】町学校給食センター（長池227の2）
387・5321

【医療機関】まつなみ健康増進クリニック
【住　所】泉町10
【電　話】388・0111
【予防接種実施曜日・時間】月・水曜日
午後 2時～ 4時30分

【予約時間】月～土曜日
午前11時～午後 1時

調理員を募集 給食センター

個別予防接種実施医療機関の追加町文化事業

【月　日】11月26日（火）
【場　所】中央公民館
年末調整説明会

【時　間】午前10時～正午
青色申告決算説明会

【時　間】午後 1時～ 3時
※説明会の案内書と申告に必要な関係書類を併せて
事前に郵送しますので、当日ご持参ください。

年末調整・
青色申告決算説明会

税務課・
岐阜南税務署

お
願
い

情
報

お知
らせ

▼
▼
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町では、家庭教育の在り方について考え、明るく
楽しい家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講
座を開催しています。
第 6 回目は、次のとおり行いますので、是非お出

かけください。
【月　日】11月15日（金）
【時　間】午後 7時30分～9時15分
【会　場】中央公民館集会室
【講座内容】

「青少年を主役にして｣
講師　真正町教育委員会

教育長　森　英　信　氏

家庭教育シリーズ講座⑥ 中央公民館

【月　日】11月30日（土）
【時　間】午前 9時45分～11時
【場　所】子育て支援センター（第一保育所内）
【サロン内容】

「親子で楽しい人形劇をみよう」
人形劇団モン・メール
（町文化協会と共催）

※小さいお子様には、保育士が
付き添いますので、お気軽に
ご参加ください。

【問合先】子育て支援センター
387・2664

子育てサロン 子育て支援センター

建設基準法等の一部が改正され、現在、建築物の
建ぺい率制限の最高限度が一律に定められている用
途地域のうち、商業地域以外の地域についても選択
肢が拡充され、都市計画において定めることとなり
ました。
町では、現在の建ぺい率制限の最高限度を、その

まま継続して都市計画決定する予定です。
なお、都市計画の案の縦覧は11月15日（金）から11

月29日（金）までです。

建ぺい率の都市計画決定について　　　　　　　　 建　設　課

市 民 講 座 開 催　　　　　　　　　　　　　 サイエンスワールド

用　途　地　域　　　　　 建ぺい率

第 １ 種 住 居 地 域 ６０％

第 ２ 種 住 居 地 域 ６０％

準 住 居 地 域 ６０％

近 隣 商 業 地 域 ８０％

商　　業　　地　　域 ８０％

準 工 業 地 域 ６０％

内 容

第4回市民講座 第5回市民講座

月 日 11月23日（土）
時 間 午前9時～正午/午後1時～4時

場 所 サイエンスワールド（岐阜県先端科学技術体験センター）
瑞浪市明世町戸狩54

対 象 者

定 員
1,000円（当日持参）参 加 費

申込月日

申込方法

科学実験教室「手作りテープレコーダー」
テープレコーダーを作って、テープレコーダーの原理を
知ろう

11月7日（木）～（月曜日は除く）
※定員になり次第締め切り

小学校3年生以上（小学校3・4年生は保護者同伴）

午前・午後 各30人

12月23日（月）

無料

科学講演会「なぜ？どうなるの？東海地震」
なぜ東海地震は起きるのか、どのようなことが想定されて
いるのか、といった東海地震についての講演会

11月12日（火）～12月15日（日）（月曜日は除く）
※定員になり次第締め切り

どなたでも参加可

200人

（0572・66・1151）またはEメール（sciencew@astec-gifu.jp）

中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター 388-7171

松枝公民館 387-0156

388-1111

（町体育協会事務局） 388-3231

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

午後2時～3時
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私
た
ち
は
、
町
の
公
民
館
・
児
童
館
・
小
学
校
な

ど
で
、「
子
ど
も
た
ち
に
本
や
お
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
お
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
大
切
に
！

そ
の
笑
顔
を
宝
物
に
！

そ
れ
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
随
時

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館
ほ
か

〔
連
絡
先
〕
美
笠
通

小
澤
奈
津
子

宅

3
8
7
・
4
6
5
2

お話を聞きにきてね！
かみふうせん

「
竜
田
揚
げ
」
と
は
、
揚
げ
色
が

紅
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紅

葉
の
名
所
、
奈
良
県
の
竜
田
川
に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
今
回
紹
介
す
る
鯖
は
、
秋
に

な
る
と
脂
が
の
っ
て
一
段
と
お
い

し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
脂
の
中
に

は
、
D
H
A（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ

ン
酸
）が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

血
液
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
鯖
は
A
の
調
味
料
に
三
十
分
か

ら
一
時
間
位
つ
け
込
み
ま
す
。

（
全
体
に
味
が
つ
く
よ
う
途
中

で
裏
返
し
ま
す
）

②
①
の
鯖
の
汁
気
を
き
り
、
片
栗

粉
を
ま
ぶ
し
、
百
七
十
か
ら
百

八
十
℃
位
の
油
で
揚
げ
ま
す
。

鯖切り身 ………（50g位）4切

しょうゆ ………大さじ2
A   酒 ………………大さじ3
しょうが ……………5 g

片栗粉 …………………適宜

天ぷら油 ………………適宜4
人
分

材

料

鯖の竜田揚げ
さば

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

ギャグ満載、新発見満載の昆虫まんが。
カブトムシの命をかけた知恵くらべや、ア
リやハチの意外なひみつ、スズメまで追っ
ぱらう暴れん坊のチョウの話など、個性的
で、ワンダフルな昆虫たちがせいぞろい！
さあ、オドロキ連続の昆虫ワールドをの
ぞいてみませんか？

ま
ん
が
ふ
し
ぎ
発
見
！
昆
虫
ワ
ー
ル
ド

下
羽
栗
会
館

著
者

藤
田
晋
一

発
行

金
の
星
社

パワフルな照子お母さんを中心に
繰り広げるホームコメディー作品で
す。戦後の復興期を懸命に生き、娘4
人のうち、長女がオリンピック選手、
二女が紅白出場を果すまでの家族の
泣き笑い人生が描かれています。

て
る
て
る
坊
主
の
照
子
さ
ん
（
上
・
下
巻
）

松
枝
公
民
館

著
者

な
か
に
し

礼

発
行

新
潮
社

あるところにとてもこわがりの男
がいました。そんな男のところに突
然あらわれたのが悪魔のビッケ。ビ
ッケは男に、「あんたの魂をゆずって
ほしい」ともちかけます…。ドジな
悪魔とおく病な男の、ちょっとこわ
くて、ちょっと笑えるお話です。

び
り
っ
け
つ
の
ビ
ッ
ケ

中
央
公
民
館

著
者

山
口

理

発
行

文
研
出
版

BOOK
お話会の様子

｛
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お
絵
書
き
、
工
作
、
楽
器
の
演
奏
な

ど
…
。
一
日
の
生
活
の
中
で
は
、
お

花
の
水
や
り
、
朝
や
給
食
の
時
の
あ

い
さ
つ
、
お
掃
除
な
ど
、
当
番
と
し

て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
生
活

の
中
で
、
ゆ
ず
り
合
う
こ
と
や
許
す

こ
と
、
耐
え
る
こ
と
も
、
少
し
ず
つ

身
に
付
い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

絵
の
具
で
お
絵
書
き
を
す
る
時
や

お
掃
除
の
時
に
使
う
雑
巾
を
絞
る
こ

と
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

本
来
こ
う
い
う
こ
と
は
、
家
庭
生

活
の
中
で
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
な

四
月
よ
り
学
校
週
五
日
制
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
保
育
所
で
は
、
土
曜

日
も
以
前
と
同
じ
よ
う
に
午
前
中
、

子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

私
も
含
め
、
仕
事
を
持
つ
多
く
の

母
親
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
曜
日
は
、
未
満
児
か
ら
年
長
児

ま
で
一
つ
の
部
屋
で
色
々
な
遊
び
を

し
ま
す
。
う
ち
の
子
ど
も
も
、「
楽

し
い
か
ら
休
ま
な
い
」
と
、
喜
ん
で

保
育
所
へ
行
き
ま
す
。

子
ど
も
は
保
育
所
で
色
々
な
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
す
。
歌
や
お
遊
戯
、

笠松町道徳教育連絡会議

の
で
す
が
…
。

仕
事
を
持
つ
母
親
が
多
く
な
り
、

仕
事
を
し
、
家
事
を
こ
な
し
て
い
く

中
で
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
六
歳
の
娘
は
と
て
も
お
手

伝
い
を
し
た
が
り
ま
す
。
料
理
を
し

て
い
る
時
、
お
風
呂
掃
除
を
し
て
い

る
時
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
い
る
時

な
ど
、
く
っ
つ
い
て
き
て
一
緒
に
や

り
た
が
り
ま
す
。
時
間
が
な
い
時
な

ど
は
、
自
分
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
ほ

う
が
早
く
で
き
る
の
に
…
と
思
う
こ

と
や
、
後
で
や
り
直
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

「
あ
り
が
と
う
。
お
母
さ
ん
助
か
っ

た
よ
」
と
言
う
と
、
子
ど
も
は
と
て

も
い
い
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
何
回
か
く
り
返
す
う
ち
に
、

子
ど
も
は
コ
ツ
を
覚
え
、
上
手
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

家
庭
の
中
で
の
お
手
伝
い
か
ら
、

色
々
学
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
も
な

り
ま
す
し
、
自
分
が
家
族
の
一
員
で

あ
る
自
覚
も
持
て
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
何

で
も
吸
収
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
良

い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
判
断
で
き
る

よ
う
な
力
を
、
保
育
所
の
生
活
と
家

庭
の
中
で
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

保
育
所
と
家
庭
の
中
で
学
ぶ
こ
と

下
羽
栗
保
育
所
保
護
者
会

会
長

野
垣
千
賀
子

教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
―

1
1
3
3

現
在
、
学
校
で
は
「
教
科
」
の

授
業
や
「
道
徳
」、「
特
別
活
動
」

の
時
間
に
加
え
て
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

ど
ん
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

「
地
域
の
川
に
蛍
を
取

り
も
ど
し
た
い
」
こ
ん

な
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん

で
い
る
中
学
校
の
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
ま
す
。「
環

境
の
学
習
」
に
取
り
組

む
過
程
で
、
水
質
汚
染

や
ゴ
ミ
問
題
に
気
付
き

調
査
を
始
め
ま
し
た
。

自
然
や
環
境
保
全
に
取

り
組
む
か
た
が
た
と
接

す
る
こ
と
で
、
身
近
な

地
域
の
環
境
を
守
ろ
う

と
す
る
意
欲
を
持
ち
始

め
ま
し
た
。
更
に
は
、「
蛍
」
と

共
に
生
き
よ
う
と
す
る
人
々
と
出

会
っ
た
こ
と
か
ら
、「
地
域
の
川

に
蛍
を
蘇
ら
せ
よ
う
」
と
す
る
活

動
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

あ
る
小
学
校
で
は
、「
食
文
化

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動

の
中
で
、
米
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
か
た
を
「
農
業
の
先
生
」

と
し
て
お
招
き
し
、
米
作
り
を

「
代
か
き
」
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。
自
分
た
ち
で
作
業
を
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年
間
の

活
動
の
記
録
を
日
記
に
し
た
り
、

作
文
や
発
表
原
稿
に
し
た
り
し
ま

す
。
最
後
に
は
、「
餅
つ
き
大
会
」

を
計
画
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
か

た
が
た
に
感
謝
し
、
一
緒
に
楽
し

み
ま
す
。

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
食
べ
物

に
対
す
る
思
い
や
り
が
深
ま
り
、

残
菜
も
少
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

は
課
題
も
や
り
方
も
決
ま
っ
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
も
無

い
の
で
す
。

自
分
で
見
付
け
て
、
体
験
し
て
、

調
べ
て
、
解
決
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
切
り
開
い
て
い
く「
生

き
る
力
」な
の
で
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
尋
ね
し
た

り
、
教
え
て
頂
い
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「総合的な学習の時間」って何やるの？



午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

へ
本
人
が
直
接
申
込
み

（
電
話
申
込
み
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

2
9
4
・
3
8
0
0

【
月
日
】
11
月
20
日

【
時
間
】
午
後
1
時
〜
4
時（
受
付
は

正
午
か
ら
）

【
場
所
】
岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
催

し
広
場（
岐
阜
市
金
町

金
公
園
南
）

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る

か
た

【
問
合
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜

2
4
7
・
3
2
1
1

【
内
容
】
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許

試
験
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
実
技
講
習

【
月
日
】
12
月
10
日

〜
12
日

【
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
場
所
】
岐
阜
県
福
祉
農
業
会
館

（
岐
阜
市
下
奈
良
2
の
2
の
1
）

【
費
用
】
1
4
、7
0
0
円

【
問
合
先
】

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岐

阜
支
部

2
6
5
・
1
9
4
3

【
問
合
先
】
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

学
友
会
執
行
委
員
会

2
7
9
・

0
8
0
4

【
募
集
種
目
】
自
衛
隊
生
徒

【
受
験
資
格
】
中
学
卒（
見
込
含
）で
、

17
歳
未
満
の
か
た

【
受
付
期
間
】
11
月
5
日

〜
平
成

15
年
1
月
7
日

【
試
験
日
】
平
成
15
年
1
月
11
日

【
問
合
先
】
自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡

部
各
務
原
事
務
所

0
5
8
3
・

83
・
5
1
1
8

【
講
習
科
目
】
パ
ソ
コ
ン（
短
期
）

【
内
容
】
表
計
算
ソ
フ
ト（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
礎
的
操
作

【
講
習
期
間
】
12
月
9
日

〜
25
日

（
延
べ
10
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

【
定
員
】
30
人

【
受
講
料
】
無
料

（
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
11
月
11
日

・
12
日

飲
酒
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
違

反
者
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
ル

ー
ル
の
厳
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
や
、
交
通
事
故
撲
滅
を
期
す

る
た
め
に
「
講
習
会
」
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
受
講
者
に
は
表
彰
講
習

カ
ー
ド
に
証
明
捺
印
と
粗
品
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

【
月
日
・
場
所
】

11
月
6
日

中
央
公
民
館

11
月
8
日

松
枝
公
民
館

11
月
10
日

総
合
会
館

【
時
間
】
午
後
7
時
〜
9
時

【
月
日
】
11
月
22
日

【
時
間
】
午
後
4
時
30
分
開
場

午
後
5
時
開
演

【
場
所
】
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

羽
島

キ
ャ
ン
パ
ス（
柳
津
町
高
桑
2
0
7
8
）

【
入
場
料
】
無
料

【
内
容
】

「
世
界
60
ケ
国
の
面
白
体
験
談
」

講
師

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏

※
大
道
芸
も
あ
り
ま
す
。
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自
衛
隊
生
徒
募
集

自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部

各
務
原
事
務
所

学
友
会
文
化
講
演
会

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

パ
ソ
コ
ン（
短
期
）講
習

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

「
め
ざ
せ
再
就
職
」
合
同
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岐
阜
支
部

安
全
運
転
講
習
会
と

映
画
鑑
賞
会

羽
島
地
区
交
通
安
全
協
会

あなたの財産づくり　財形貯蓄から始めよう

給与天引で知らず知らずに財産形成
住宅、年金貯蓄は利子非課税の特典
5年固定で低金利（1.43％※）の住宅融資など

※H14 . 7 . 1現在

【問合先】雇用・能力開発機構岐阜センター
岐阜市金町4丁目30番地
明治生命岐阜金町ビル6階
265・5822

（社）

（社）
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岐 阜 県 教 育 週 間

来て・見て・知って！ みんなの学校

公民館生涯学習発表会

運動場、テニスコート（12月分）
【月日】11月25日（月）
【時間】午後7時30分～
【場所】中央公民館

社会や地域から期待される岐阜工業高校の推進のため、学校を公開します。

【月　　日】 全日制課程　11月19日（火） 定時制課程　11月27日（水）

【時　　間】 全日制課程　午後0時30分～3時　定時制課程　午後5時55分～8時

【場　　所】 岐阜工業高等学校（常盤町1700）

【内　　容】 ・各専門学科の特色をいかした授業や実習の参観
・各学科の体験コーナーでの「ものづくり」体験

【対 象 者】 在校生保護者・地域住民・卒業生

【問 合 先】岐阜工業高等学校　 387－4141

※参観ご希望のかたには、受付にて氏名・住所などを記載していただき、アンケート

などにもご協力をお願いします。

松枝公民館
11月10日（日）

13：00～14：10
のびのびリズム体操 13：00～13：30
歌謡舞踊 13：40～14：15

ステージ発表の部 作品展示の部

9：00～16：00

9：00～16：00
寄せ植え、洋裁、毛筆習字、生け花、陶芸、手編
笠松第2生活学校

リサイクル即売会 10：00～12：00

花即売会 10：00～16：00

9：00～16：00
川柳、英会話、木版画、陶芸、毛筆習字、
フラワーアレンジメント、パッチワーク、
油絵、写真、寿手芸サークル

13：00～15：00
太極拳 13：00～13：15
楽しいウォーキング体操 13：20～13：35
のびのびリズム体操 13：40～14：10
リズム体操 14：15～14：45

14：50～15：20

13：00～15：45
のびのびリズム体操 13：00～13：30
楽しいコーラス 13：35～13：50
着付 13：55～14：30
楽しい朗読 14：35～15：00
肩こり・腰痛予防の体操とマッサージ

15：05～15：20
楽しい日本舞踊 15：25～15：45

茶道（お点前披露） 10：00～14：00

茶道（お点前披露） 10：00～14：00

茶道（お点前披露） 10：00～14：00

総合会館
10日（日）

中央公民館
17日（日） 笠松町婦人会、笠松第1・3生活学校、食改善

花即売会 9：00～16：00

リサイクル即売会 10：00～12：00

生け花、水彩画、押し花、手編、手工芸、
陶芸、ファッションステンシル、かな書道、
水墨画、木版画、籐工芸

邦楽くらぶ
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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

栗本幸一　東宮町30 388・0553

齋藤好子　中川町20 387・0812

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談
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可燃物（松・下）

可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 紙製容器包装（松）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（下）

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター

第32回
笠松町美術展
～4日

中央公民館・町民体育館

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 福祉会館

パパママスクール
（栄養編）

9:20～9:30
福祉健康センター

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

家庭の日

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

献血
9:00～12:00 ギフメン（株）
13:00～16:00 （株）光製作所
フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

健康教室（貧血）
9:00～9:15

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

健康教室
（糖尿・肥満）

9:00～9:15
福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

11月
NOVEMBER

振替休日文化の日

勤労感謝の日

今月の納税・納付

国民健康保険税 第 8 期

介護保険料 第 8 期

納期限 12月 2 日（月）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展

「
農
具
〜
農
民
の
仕
事
と
暮
ら
し

〜
」
は
11
月
12
日
か
ら
何
月
何
日

ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
11
月
末
日
ま
で

に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
1
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

9
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

9
月
26
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

木
沢
百
合
子
、
渋
谷
孝
雄
、
村
井
暁
音

広
報
ク
イ
ズ

「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
は
名
カ
メ
ラ
マ
ン
」

応
援
席
に
は
ビ
デ
オ
・
カ
メ
ラ
の
列
。

運
動
会
の
始
ま
る
一
時
間
以
上
も
前
か
ら

場
所
の
確
保
を
す
る
か
た
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。（10

月
13
日
撮
影
・
三
保
育
所
合
同
運
動
会
）

表

紙
まちの人口

平成14年10月1日現在

人 口 22,113人
男　　10,679人

女　　11,434人

世帯数

7,411世帯

前月比

（ 18）

（ 0）

（ 18）

（ 8）

平成
13年

11月
21日

生

蠍　
座

平成13年11月1日生蠍　座

美希
み き

ちゃん（米野）

今井良和・悦子さんの子

隆
りゅう

太
た

くん（北及）

小酒井　章・真由美さんの子


